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亀山納涼大会





　コミュニケーションとは、人と人とのかかわり方、相手とのやりとりを表し、私たちが生き





ていく上で重要な役割を持つものです。ではどうしたらそれがうまく出来るのか。


　








〝理論の巨匠〟と呼ばれる薗田碩哉先生を講師に迎えての「コミュニケーションワーク」が、８月１９日、亀山市総合保健福祉センター「あいあい」の大会議室で開かれました。亀山市では、初めての催しでしたが、２２人が参加、人と人とのコミュニケーションのとり方、自己とは何かを見つめてみました。





夏の思い出





７月２９日の練習会で「負けないで」


の踊り指導をするレククラブ今村理事。








新しく人気のポップスグループ「ＺＡＲＤ」坂井泉水さんの人生応援歌『負けないで』の踊りも登場し、踊りの輪が大きく広がりました。


　亀山市レクリエーション協会加盟団体の亀山レククラブ、寿好会は、この納涼大会に当初から全面協力。今回も総踊りの灯踊りや「ヤンレサ亀山」「負けないで」の踊りの指導にも当たりました。





　夏の夜を彩る「亀山市納涼大会」―。今年も８月４・５日、新趣向も加え、にぎやかに開かれました。皆さんは、どんな思い出を刻みましたか。


　５日に行われたメインイベントの市民総踊りには、恒例の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぼんぼり),雪洞)�をかざした「灯踊り」や、カチカチと鳴子を響かせた「ヤンレサ亀山」に加えて、





コミュニケーションは挨拶から…。


表情も大切です！





　自分自身を良く見せたり、印象的に伝えることは、この聴く姿勢で変わってくるのかも知れませんね。


　最後に、「あそびは人間の心の中にたまっているエネルギーであり、金もうけでなく人もうけこそが上手に他人とつながる考えである。」とのべて見えました。


　余談ですが…喧嘩を早く終わらせるにも、聞き上手になり、話をリピートしていくことがポイントだそうです。オウム返しは戦意を喪失してしまうようです。





いくのに必要なのが、「きく」ことです。これも“聞く”ではなく、心を込めて“聴く”ことこそコミュニケーションをうまくとるコツにするコツであり、話をリピートしていくことこそ“聴く”ことにつながっていくのだと薗田先生は言われました。





　当日は、その基本とも言うべき部分を、これからインストラクターの資格を取りレクリエーションに携わろうとしている人、県内で活躍中の人などが参加して、楽しみながら、時には頭を悩ましながら、じっくりと体得しました。


　当日は、全員で握手の挨拶から始まり、２人組・３人組でのゲームやグループにわかれての話し合いの時間、対話の実践などを行い、初めは和やかな雰囲気でしたが、いざ話しあいになると心地よい緊張感ができ、最後はだれもが明るい笑顔いっぱいでした。


　





　コミュニケーションの手段は、言葉を使う（バーバル）方法と身振りや手振り、表情などの非言語（ノンバーバル）方法の二種類があります。特に私たちが良く使っているのがバーバルコミュニケーションです。


　この方法をうまく用いて














